
仁
科
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集 

全
3
巻

─
現
代
物
理
学
の
開
拓
─

中
根
良
平
・
仁
科
雄
一
郎
・
仁
科
浩
二
郎
・
矢
崎
裕
二
・
江
沢
洋
編

協
力　

財
団
法
人
仁
科
記
念
財
団

仁科芳雄の業績に新たな光を当て，日本における現代
物理学の基盤がいかに築かれたかをつぶさに伝える．
仁科に連なり国内外で戦前～戦後に活躍した幾多の物
理学者たちの足跡が，書簡という一次資料を通して浮
かび上がる．科学と歴史研究の未来へ向け刊行する，
昭和の物理学者たちの遺産．【2006 年 12 月刊】

仁科芳雄

朝永振一郎

ディラック

湯川秀樹ボーア

ハイゼンベルク

長岡半太郎



刊
行
の
言
葉

　

仁
科
芳
雄
は
、
日
本
の
現
代
物
理
学
が
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
昭

和
初
期
に
最
大
の
駆
動
力
と
な
っ
た
科
学
者
で
あ
る
。
彼
が
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に

留
学
し
た
の
は
量
子
力
学
へ
の
物
理
学
革
命
の
真
最
中
で
あ
っ
た
。
彼
も
戦
列
に

参
加
し
原
子
核
物
理
学
で
基
本
的
な
ク
ラ
イ
ン
‐
仁
科
の
公
式
を
導
い
た
。
彼
は
、

そ
の
業
績
に
加
え
て
師
弟
間
の
自
由
な
討
論
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
チ
ー
ム
の
力
の

自
覚
（
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
精
神
）
を
日
本
に
伝
え
、
宇
宙
線
と
原
子
核
に
向
か
っ

て
急
激
に
発
展
す
る
世
界
の
物
理
学
に
追
い
つ
く
べ
く
力
を
つ
く
し
た
。
し
か
し

戦
争
が
は
じ
ま
る
。
彼
は
国
家
百
年
の
計
に
は
基
礎
科
学
が
重
要
だ
と
説
き
つ
つ
、

国
策
に
従
い
原
爆
研
究
に
も
手
を
染
め
た
。
戦
後
は
日
本
の
科
学
と
技
術
の
再
建

に
す
べ
て
を
捧
げ
た
。
そ
の
間
、
世
界
の
友
人
た
ち
と
交
換
し
た
書
簡
が
千
通
あ

ま
り
。
そ
の
中
に
は
湯
川
秀
樹
が
存
在
を
予
言
し
た
中
間
子
の
発
見
を
告
げ
る
書

簡
や
湯
川
の
感
謝
の
返
書
も
あ
る
。
仁
科
ら
が
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
を
用
い
て
挙
げ

た
原
子
核
の
研
究
成
果
を
賞
賛
す
る
米
国
の
物
理
学
者
た
ち
の
声
も
あ
る
。　

　

こ
れ
ら
の
書
簡
に
関
連
す
る
資
料
を
添
え
て
、
こ
こ
に
刊
行
す
る
。
資
料
の
な

か
に
は
空
襲
下
に
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
を
守
る
科
学
者
の
日
記
も
あ
る
。
本
書
は

人
々
の
喜
び
と
悲
し
み
を
包
ん
で
日
本
の
科
学
の
人
間
史
を
語
る
。
仁
科
の
功
績

を
讃
え
て
創
立
さ
れ
た
仁
科
記
念
財
団
の
50
周
年
の
機
会
に
こ
の
書
簡
集
が
出
せ

る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
喜
び
で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
九
月

編
集
委
員
一
同

　書簡文例（抜粋）

湯川秀樹（大阪帝大）→ 仁科芳雄　1938/05/30
［湯川理論に対するハイゼンベルクの批判についての通信］
［ 前 略 ］この間 来た Ann. d. Phys. で Heisenberg は私 共の理 論を

korrespondenzmässig［対応論的］なものと論じて居り，量子力学以
前の Uhlenbeck-Goudsmidtの spinの理論の様なものだといって居ま
す．私共も量子力学の根本的方法自身に相当な変革が必要であるこ
とは勿論認めますが，具体的な解決法が見つからぬ以上，どうにも
仕方がないと思ひます．尚 Wentzelの理論と一緒にして論じて居る
のは少し変だと思って居ましたが，最近朝永君からの手紙によると，
Heisenbergが英国へ行って Heitlerから話を聞いて来て，2, 3 回講義を
した由で，Wentzelとの混同は解消したらしいです．尚 U 理論に 1/k
といふ，universal lengthが入って来る点に非常に興味を感じて居るさ
うです．［後略］

仁科芳雄 → 湯川秀樹　1938/06/05
［上の書簡への返信］
［前略］Heisenbergノ論文ハ昨今多忙ノ為メ未ダ見テ居リマセンガ，

korrespondenzmässigデアルト云フコトハ，朝永君カラノ手紙デモ H 氏
ノ意見トシテ云ッテ来テ居マス．然シコレハドンナモノデセウカ．「コ
レスポンデンツ」ト云フコトノ意味次第デ何トデモ云ヘルデショウ．
一体人間ノ考ヘガkorrespondenzmässigニ進ムヨリ外ハナイノデスカラ，
ソウ云フ意味カラ云ヘバ凡テノ新シイ理論ハ korrespondenzmässigデア
ルト云ヘルデショウ．［中略］勿論 H 氏ノ云フ意味ハ判ッテ居マスガ，
然シソンナニ簡単ニ片付ケラレルモノカドウカ小生ニハ判リマセン．
将来飛躍ガアッタトシテモ U 理論ヲ含ムモノデナクテハナラヌト云
フ所ニ，既ニ U 理論ノ重要性ガアルト思ヒマス．［後略］

仁科芳雄 → 玉木英彦（理化学研究所）　1945/08/07
［広島への原爆投下直後の書簡］
今度のトルーマン声明が事実とすれば吾々「ニ」号研究の関係者は
文字通り腹を切る時が来たと思ふ．その時期については広島から帰っ
て話をするから，それ迄東京で待機して居って呉れ給へ．そしてト
ルーマン声明は従来の大統領声明の数字が事実であった様に真実で
あるらしく思はれる．それは広島へ明日着いて見れば真偽一目瞭然
であらう．そして参謀本部へ到着した今迄の報告はトルーマン声明
を裏書きする様である．［後略］

パウリ，クライン夫妻，
ロスランドら 6 名から
仁科への寄せ書き
1929 年 4月 10 日付

留学中の仁科から
長岡半太郎への書簡（末尾）
1928 年 1月 27 日付



　

全
3
巻
の
構
成

第
Ｉ
巻　

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
時
代
と
理
化
学

　

研
究
所
・
初
期　

1919
- 1935

Ｎ
・
ボ
ー
ア
門
下
の
偉
才
た
ち
に
混
じ

り
、
仁
科
が
物
理
学
の
新
開
拓
分
野
で

業
績
を
あ
げ
た
時
期
。
こ
こ
で
仁
科
が

築
い
た
世
界
的
な
物
理
学
者
た
ち
を
含

む
人
脈
が
、
の
ち
に
日
本
の
現
代
物
理

学
の
発
展
に
と
っ
て
の
生
命
線
と
な
る
。

第
Ⅱ
巻　

宇
宙
線
・
小
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
・

　

中
間
子　

1936
- 1939

サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
建
設
の
経
緯
、
湯
川

秀
樹
の
中
間
子
論
が
生
ま
れ
る
過
程
な

ど
が
読
み
取
れ
る
。
ほ
か
に
朝
永
振
一

郎
、
坂
田
昌
一
な
ど
、
精
鋭
の
そ
ろ
っ

た
日
本
の
物
理
学
の
目
覚
し
い
成
長
の

時
期
を
、
生
き
生
き
と
伝
え
る
資
料
。

第
Ⅲ
巻　

大
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
・
ニ
号
研
究
・

　

戦
後
の
再
出
発　

1940
- 1951

戦
中
の
研
究
活
動
を
伝
え
る
貴
重
な
資

料
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
憶
測
で
語
ら
れ

る
こ
と
の
多
か
っ
た
理
化
学
研
究
所
の

「
ニ
」
号
（
原
爆
）
研
究
に
つ
い
て
も
一

次
資
料
を
収
録
。
敗
戦
と
同
時
に
日
本

の
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
命
に

よ
り
破
壊
さ
れ
る
。
科
学
研
究
の
戦
後

復
興
の
様
子
も
読
み
取
れ
る
。

付
録　

解
説
／
仁
科
芳
雄
関
連
年
譜
／

参
考
文
献
／
書
簡
・
文
書
執
筆
者
リ
ス

ト
／
事
項
索
引
／
人
名
索
引

そ
の
ほ
か
各
巻
に
、

前
付　

凡
例
・
目
次

後
付　

翻
訳
分
担
・
編
者
略
歴

【
お
も
な
書
簡
執
筆
者
リ
ス
ト
】

青
山
新
一
／
荒
勝
文
策
／
飯
盛
里
安
／
池
田
芳
郎
／
石
井
千
尋
／
石
原 

純
／
梅
田 

魁
／
大
河
内
正
敏
／
岡
田
武
松
／
落
合
騏
一
郎
／
掛
谷
宗

一
／
片
山
正
夫
／
亀
山
直
人 

／
茅 

誠
司
／
菊
池
正
士
／
木
村
健
二
郎
／
木
村
正
路
／
桑
木
彧
雄
／
小
林 

稔
／
坂
田
昌
一
／
嵯
峨
根
遼
吉
／

佐
藤
重
平
／
篠
遠
喜
人
／
篠
原
健
一
／
清
水
武
雄
／
杉
浦
義
勝
／
杉
本
朝
雄
／
関
口
鯉
吉
／
関
戸
彌
太
郎
／
高
嶺
俊
夫
／
竹
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柾
／
田
島
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三
／
玉
木
英
彦
／
玉
城
嘉
十
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田
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博
／
寺
沢
寛
一
／
寺
田
寅
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朝
永
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十
郎
／
朝
永
振
一
郎
／
中
泉
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徳
／
長
岡
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郎
／
中
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雄
／
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根
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平
／
中
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浩
／
中
谷
宇
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／
中
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／
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仁
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／
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／
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／
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／
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光
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友
喜
雄
／
宮
島
龍

興
／
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本文組見本

　

仁
科
芳
雄
関
連
年
譜
（
抄
）

一
八
九
〇　

岡
山
県
浅
口
群
里
庄
村
に
生
ま
れ

る
。

一
九
一
八　

東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
電
気
工

学
科
を
首
席
で
卒
業
、
理
化
学
研

究
所
研
究
生
と
な
る
。

一
九
二
一―

一
九
二
八　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
。

イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー

ク
と
渡
り
、ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
、ボ
ー

ア
ら
に
師
事
す
る
。
留
学
中
に
ク

ラ
イ
ン
‐
仁
科
の
公
式
を
発
表
。

一
九
二
八
年
末
に
帰
国
。

一
九
二
九　

ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
、
デ
ィ
ラ
ッ
ク

を
日
本
へ
招
聘
。

一
九
三
一　

理
化
学
研
究
所
に
仁
科
研
究
室
創

設
。

一
九
三
二　

仁
科
研
究
室
に
朝
永
振
一
郎
参

加
。
理
論
研
究
が
進
展
。
ま
た
、

こ
の
こ
ろ
よ
り
一
九
四
〇
年
ご
ろ

ま
で
中
性
子
、
人
工
放
射
能
、
宇

宙
線
の
研
究
を
進
め
て
業
績
を
あ

げ
る
。

一
九
三
四　

湯
川
秀
樹
、
中
間
子
論
を
数
学
物

理
学
会
で
発
表
。

一
九
三
六　

小
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
設
計
に
着
手
。

ま
た
、
日
食
時
の
上
空
や
地
下
で

の
宇
宙
線
観
測
。

一
九
三
七　

小
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
完
成
。
核
物

理
学
、
人
工
放
射
性
ト
レ
ー
サ
ー

を
使
う
研
究
に
着
手
。
大
サ
イ
ク

ロ
ト
ロ
ン
設
計
開
始
。

ニ
ー
ル
ス
・
ボ
ー
ア
招
聘
。

宇
宙
線
中
間
子
の
質
量
を
測
定
。

一
九
三
九　

大
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
の
本
体
完

成
。

一
九
三
九―

一
九
四
二　

ウ
ラ
ン
な
ど
の
原
子

核
分
裂
の
研
究
、
中
間
子
の
研
究

を
進
め
る
。
宇
宙
線
強
度
の
系
統

的
な
測
定
を
お
こ
な
う
。

一
九
四
〇　

こ
の
こ
ろ
か
ら
陸
軍
が
仁
科
に
ウ

ラ
ン
爆
弾
（
原
子
爆
弾
）
の
研
究

を
委
託
。

一
九
四
五　

広
島
で
原
爆
被
害
調
査
を
お
こ
な

う
。

大
小
の
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
が
Ｇ
Ｈ

Ｑ
の
命
に
よ
り
東
京
湾
に
投
棄
さ

れ
る
。

一
九
四
八　
（
財
）
理
化
学
研
究
所
が
解
散
し
、

（
株
）
科
学
研
究
所
と
し
て
再
出

発
す
る
に
あ
た
り
、
取
締
役
社
長

に
就
任
。

一
九
四
九　

日
本
学
術
会
議
が
発
足
す
る
に
あ

た
り
、
副
会
長
に
就
任
。

湯
川
秀
樹
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

を
受
賞
。

一
九
五
一　

肝
臓
ガ
ン
の
た
め
逝
去
。

第
一
次
世
界
大
戦

終
わ
る
。

世
界
恐
慌
始
ま

る
。

満
州
事
変

ド
イ
ツ
で
ユ
ダ
ヤ

人
排
斥
の
動
き
活

発
と
な
り
、
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が

ア
カ
デ
ミ
ー
よ
り

追
放
さ
れ
る
。

日
中
戦
争
始
ま

る
。

第
二
次
世
界
大
戦

勃
発
。

太
平
洋
戦
争
の
開

始
。

ア
メ
リ
カ
が
広

島
、
長
崎
に
原
爆

投
下
。
太
平
洋
戦

争
の
終
結
。

朝
鮮
戦
争
勃
発
。



仁科芳雄（1890 - 1951）　「日本の現代物理学の父」とも評価される物理学者．岡
山県生まれ．1917 年，東京帝国大学電気工学科を卒業し，理化学研究所の研究
生となる．1921 - 1928 年，ヨーロッパへ留学．特に 1923 年からは原子物理学の
メッカと言われたコペンハーゲンの理論物理学研究所でニールス・ボーアに師
事，世界中から集まった俊秀たちと親交を結ぶ．また同研究所で，「クライン‐
仁科の公式」の導出という物理学史に残る成果を上げた．帰国後，量子力学の
生みの親であるハイゼンベルクとディラックを日本へ招聘．1931 年からは理化
学研究所を拠点に宇宙線研究，原子物理学の研究を進め，特に大小二つのサイ
クロトロン建造を主導した．優れた物理学者を多数育て上げたことでも知られ，
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